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株式会社アシスト 

RPA2.0 時代に考慮すべき業務プロセスの自動化 
BPM（Business Process Management）の先進事例、技術を紹介する第 13 回「BPM フォーラム

2018」が、2018年 11月 7日（水）に、東京・千代田区・丸の内 JPタワー ホール＆カンファレンスで、開催

されました。この中で、（株）アシストから、働き方改革推進に不可欠なRPA、そのRPA2.0時代を

見据えた講演がありました。 

 

 

● RPAのトレンド 

 RPAツールは、それぞれ異なる個々人の少量多品種の大量業

務を内製で自動化するには有用なツールだと考えられています。 

 しかし、RPAツールは、PC内での手作業操作の自動化にはた

けていますが、割り振りをしたり、データ加工のために集計リ

ストを作ったりする業務はあまり得意ではありません。すると、

元々RPAツールで自動化したかった部分と、実際にやらなけれ

ばならない業務が乖離してくるわけです。 

 従来の RPAツールの対象は、定型作業を自動化することでし

たが、RPA ツール単体を導入しただけでは全体業務の 3～10％

程度を自動化したにすぎず、人の削減には至りません。本来、

RPAツールの導入で実現すべき領域は、判断業務の属人化排除

による非定型業務全体の自動化だと考えています。そこに取り

組まないと、なかなか働き方改革には至りません。 

 現場でのデジタル化を促進したり、デスクトップ上の作業を

自動化したりする単品の使い方であれば、RPAツールが向いて

いると思いますが、人ありきで存在する業務全体を自動化する

場合には「エンタープライズ RPA」という領域が今後ますます

重要になると我々は考えています。 

 

● 「エンタープライズ RPA」 と BPMとの関係性 

 「エンタープライズ RPA」と BPMの関係性についてですが、

全世界的に見て、RPAに傾倒しているのは日本とインドの 2国

です。この点が日本の特徴を非常に表しているのではないかと 

 

思います。海外の

ベンダーと話して

も、あまり RPAの認知度は高くありません。逆に盛り上がって

いるのは BPM で、デジタル・トランスフォーメーションの主

体は BPMや BPRということになっています。 

 その違いのヒントになるのが組織論です。やはり日本は現場

が非常に強く、ボトムアップ型なので、現場で優秀な成績を収

めた人が上に上がってマネジメントをします。基本的な承認プ

ロセスも同様で、下から起案して上申するスタイルがほとんど

です。一方、欧米では完全にトップダウンで、オペレーション

をする人は入社時からオペレーションを、マネジメントをする

人は入社時からマネジメントを、と属人的にならない仕組みが

浸透しています。 

 ボトムアップ型の特徴は、機動力がある代わりにサイロ化し

やすく、自分の部署の意思決定を上に上げていくスタイルなの

で、そこを調整するのがミドルマネジメントであり、組織横断

が非常に難しいです。RPA ツールは、デスクトップ PC 操作の

自動化など個人レベルでの業務自動化には向いています。つま

り、今自分が関係している範囲のことを自動化す

る個別最適であり、そこには組織横断やステーク

ホルダーの参画がないので、非常に導入されやす

いのです。それで、日本では RPAツールが非常に

流行っているのだと思います。 

 しかし、これでは恐らくあまり効果は上がらな

いので、組織としてどうすればいいかを考えるべ

きです。欧米のようにトップダウン型にすべきと

いっても、現実的ではありません。 

 ここで私が参考にしたのが、野中郁次郎先生と

竹内弘高先生が書かれた『知識創造企業』です。

現場を少し俯瞰的に見られるミドル層（課長など）

がナレッジを蓄積し、企業の知識として昇華させ

る形で、暗黙知と形式知を回していくサイクルを再評価するも

のです。つまり、ナレッジのマネジメントをするのは、ボトム

とトップの間を取り持つミドル層だと考えています。 

 これを ITレベルに落とした場合、最近提唱されている業務判

断のモデリング手法が Decision Model and Notation（DMN）です。 
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【お問い合わせ先】 

株式会社アシスト 

🏣102-8109東京都千代田区九段北 4-2-1 

《東日本技術本部》 

T E L：03-5276-3653 

E-mail：progress@ashisuto.co.jp 

U R L：http://www.ashisuto.co.jp/ 

※記載されている会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。 

 

トップ層の意思決定とボトム層の意思決定を共有化し、可視化

していくモデリングスキルがビジネスアナリストに非常に重要

であるとして、こうした記述方法が提唱されています。 

 トップ層のプロセスとボトム層の業務をつなぐナレッジの部

分に、DMN が当てはまります。我々はロボットや現場のデー

タ連携とビジネスプロセスを取り持つのが DMN であり、エン

タープライズ RPA と領域が一致するため、エンタープライズ

RPAソリューションこそが、働き方改革につながると考えてい

ます。 

 

● AEDANとは 

 エンタープライズ RPAを担うソリューションとして、当社が

オリジナルブランドとして展開しているのが「AEDAN（エイ

ダン：Ashisuto Enterprise Decision AutomatioN）」です。業務の自

動化やコスト削減、属人化の排除を行う枠組みで、当社は

AEDAN を活用し様々な業務の自動化を支援しています。

AEDAN を構成するのは、データ連携を自動化するツール 

DataSpider Servistaと、現場のオペレーションにおける意思決定

を自動化する推論型 AI Progress Corticonです。 

 様々な業務の自動化を実現する AEDANでは、請求明細の誤

りをチェックする「AEDAN for 誤請求防止」ソリューション、

見積作成時の内容をチェックする「AEDAN for コンフィギュレ

ータ」ソリューションなどを提供しています。このように、従

来は実務者でなければ判断できない業務を自動化するのに最適

な枠組みとして、AEDANを展開しています。 

 また、エンドユーザーコンピューティングという観点も当然

あります。請負で開発を外注するとなかなか費用対効果が出に

くいため、一番望ましいのは内製化を進めることです。高い IT

スキルは必要なく、むしろビジネスの設計、プロセスやフロー

をどのようにつなげていくのかなどを組み立てるスキルが必要

です。これらのスキルがあれば、より広範囲の業務を自動化で

きるため、AEDAN で自動化できる業務範囲は非常に広いと考

えています。スクラッチで開発するようなモデルに比べても開

発効率性は高く、RPAツールよりも広い範囲をカバーできると

考えています。 

 

 AEDAN では、業務ルールやデータ連携、分岐をシステム側

に任せられるので業務プロセス全体にわたってシンプルに且つ

柔軟性高く自動化することができます。 

● 推論型 AI を備える Progress Corticon 

 判断業務を見える化、集約化しながら自動化する方式として

は、推論型 AIが最適だと考えます。推論型 AIは、業務判断の

基準を自然に理解できる形で定義するだけで、ロジックが出来

上がるのが大きな特徴です。AEDAN は推論型 AI Progress 

Corticonを中核に備えています。 

 Progress Corticonは業務用語でモデリングし、モデル分析を自

動化し、その場で検証できる優れた機能を備えており、人間の

判断を自動化することができます。推論型 AI は、判断モデル

を徐々にブラッシュアップさせていくことが出来ます。最初か

らすべての判断基準が揃っていなくても、業務ルールの設定を

変更しやすいので、何か条件が足りていなければ、判断の基準

を追加・修正することができます。こうして Progress Corticon

を使って実務者と IT部門がコミュニケーションすることで、実

務者が持っているルールをモデル化し、スピーディに業務の自

動化を実現できるのです。 

 業務判断の自動化に最適な推論型 AI Progress Corticon をベ

ースにした AEDANで皆さまの業務全体の自動化を推進し、働

き方改革や長時間労働是正などの取り組みのお手伝いができれ

ばと考えています。 
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